
２
０
２
０
年
最
後
の

12
月
議
会
で
は
、
市
職

員
の
給
与
減
が
決
ま
り

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
市
職

員
が
平
均
で
約
２
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

減
額
幅
が
少
な
く
不
十

分
な
内
容
で
は
あ
る
も

の
の
、
減
額
す
る
こ
と

自
体
は
評
価
が
で
き
、

私
は
賛
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
議
会
議
員
の
報

酬
を
来
年
度
増
や
す
議
案
が

可
決
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
議
員
の
報
酬
を
増
や
す

こ
と
は
全
く
理
解
で
き
ず
、

私
は
反
対
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
市
議
会
議
員

の
報
酬
は
普
段
増
や
す
も
の

の
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
直

前
だ
け
増
や
さ
な
い
な
ど

「
政
争
の
具
」
に
な
る
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
が
当
選
し
た

1
期
目
の
任
期
中
の
２
０
１

５
年
～
２
０
１
９
年
内
で
す

と
、
選
挙
直
前
の
２
０
１
８

年
12
月
議
会
の
報
酬
引
き
上

げ
の
み
、
議
案
が
否
決
さ
れ

た
だ
け
で
、
他
の
年
は
い
ず

れ
も
報
酬
引
き
上
げ
が
基
本

的
に
既
存
政
党
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
は
長
い
間
、
実

質
賃
金
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
、
議
員
が
報
酬
を
増
や

す
こ
と
は
問
題
で
す
。

昨
年
４
月
に
減
ら
し
た

減
額
戻
し
、
一
転
増
額

さ
て
、
２
０
２
０
年
に
入

り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
を
覆

い
ま
す
。
４
月
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
学
校
は

一
斉
休
校
が
続
き
、
図
書
館

な
ど
の
公
共
の
機
関
も
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
臨
時
で
招
集

さ
れ
た
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
鑑
み
、
議
員
報
酬
の
月

額
が
１
割
減
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
以
上
た
ち
、

日
本
で
は
第
３
波
到
来
と
い

わ
れ
、
日
々
の
新
規
感
染
者

数
も
過
去
最
高
を
更
新
す
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
12
月
議
会
で
は
、
来

年
度
の
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、

４
月
臨
時
議
会
で
下
げ
た
分

を
戻
し
引
き
上
げ
る
議
案
が

可
決
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
先
ほ
ど
述
べ
た

よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
の
新
規
感

染
者
数
は
増
加
の
一
途
で
コ

ロ
ナ
が
終
息
す
る
兆
候
が
見

え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
議

員
の
み
が
左
団
扇
で
過
ご
す

の
は
問
題
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

議
員
専
用
年
金
の
裏

さ
い
た
ま
の
自
公
民
が
発
起

ま
た
、
12
月
31
日
に
は
、

一
部
メ
デ
ィ
ア
で
自
民
党
が

議
員
年
金
の
復
活
に
つ
い
て

検
討
に
入
っ
て
い
る
、
と
い
っ

た
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
年
金
と
は
、
議
員
引

退
後
の
社
会
保
障
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
が
、
他
の
年

金
に
比
べ
、
受
給
資
格
を
得

る
期
間
が
短
い
こ
と
や
7
割

を
公
費
で
賄
う
と
い
っ
た
仕

組
み
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
批

判
が
高
ま
り
、
２
０
０
６
年

に
国
会
議
員
の
、
２
０
１
１

年
に
は
地
方
議
員
も
含
め
廃

止
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
議
員
年
金
の
復
活
で

す
が
、
実
は
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
さ
い
た
ま
市
議
会
が

一
枚
か
ん
で
い
る
の
で
す
。

２
０
１
６
年
、
さ
い
た
ま

市
議
会
で
自
民
、
民
主
系
、

公
明
の
３
会
派
で
「
地
方
議

会
議
員
の
政
府
管
掌
年
金
制

度
へ
の
加
入
に
向
け
た
法
整

備
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

へ
あ
げ
た
の
で
す
。

内
容
は
、
無
投
票
の
選
挙

が
日
本
各
地
で
見
ら
れ
、
議

員
の
な
り
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
、
議
員
の
老
後
を

手
厚
く
す
る
必
要
が
あ
る
、

そ
の
た
め
に
議
員
年
金
を
復

活
す
べ
き
だ
、
と
い
っ
た
趣

旨
の
意
見
書
で
す
。

当
時
、
私
は
こ
の
意
見
書

に
強
く
反
対
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
議
員
の
老
後

が
心
配
な
ら
ば
、
国
民
年
金

の
機
能
強
化
を
図
り
国
民
年

金
だ
け
で
安
定
し
た
老
後
を

図
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

「
議
員
の
大
先
生
様
」
だ

け
の
年
金
を
作
り
、
「
下
々

の
市
民
」
の
年
金
は
知
っ
た

こ
と
で
は
な
い
、
と
い
っ
た

対
応
は
問
題
で
す
。

12
月
16
日
、
自
民
、
民
主

系
、
公
明
の
計
43
議
員
の
政

務
活
動
費
に
関
し
、
使
途
運

用
指
針
等
の
違
反
と
考
え
ら

れ
る
使
用
を
市
民
有
志
等
と

発
見
し
、
住
民
監
査
請
求
を

行
い
ま
し
た
。

違
反
疑
惑
の
あ
る
金
額
は

計
２
１
９
３
万
３
９
６
０
円

に
上
り
ま
す
。

ま
た
、
12
月
14
日
に
は
、

「
２
０
２
１
年
度
の
政
務
活

動
費
を
受
け
取
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
請
願
の
紹

介
議
員
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。

事
実
、
さ
い
た
ま
市
議
会
で

は
毎
年
、
自
身
が
所
属
す
る

委
員
会
ご
と
に
、
県
外
に
視

察
に
行
く
の
で
す
が
、
私
の

所
属
す
る
文
教
委
員
会
で
は

今
年
初
め
に
予
定
さ
れ
て
い

た
東
北
へ
の
視
察
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

他
市
の
事
例
を
学
ぶ
、
遊

び
目
的
で
は
な
い
視
察
と
い

え
、
中
止
は
妥
当
な
判
断
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
平
時
の
政
務
活
動
よ

り
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

仮
に
、
全
議
員
が
政
務
活

動
費
の
受
け
取
り
を
自
粛
す

れ
ば
、
お
よ
そ
２
億
４
千
万

円
の
財
源
が
生
ま
れ
、
市
民

の
た
め
に
行
う
施
策
の
財
源

が
豊
富
に
な
り
ま
す
。

こ
の
請
願
が
審
議
さ
れ
る

2
月
議
会
で
は
採
択
（
可
決
）

に
向
け
、
頑
張
り
ま
す
。

(1)新春特別号 令和３年１月

川村準は、市長から支給される政務活動費（年間４０８万円）を受け取らずに活動しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
世
界
経
済
が
悪
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
経
済
情
勢
を
横
目
に
、

さ
い
た
ま
市
で
は
、
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
を
決
め
ま
し

た
。
ま
た
、
自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
が
議
員
専
用
の

特
別
年
金
の
復
活
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

議
員
優
先
の
政
治
は
許
せ
ま
せ
ん
。

議
員
報
酬
増
や
し
議
員
特
別
年
金
も
復
活
へ

コ
ロ
ナ
禍
に
庶
民
置
き
去
り
進
む

住民主流の市政を！

川村準
発行：さいたま変革の会 カンパは郵便振替口座：00170-9-386914 口座名義:さいたま変革の会 ✉：junkawamuraurawa@yahoo.co.jp

政
務
活
動
費
に
関
し
、
使
途
運
用
指
針
の
違
反
が
疑
わ
れ

る
使
い
道
に
関
し
監
査
委
員
に
告
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政

務
活
動
費
の
受
け
取
り
自
粛
を
求
め
る
請
願
の
紹
介
議
員
に

も
な
り
ま
し
た
。

市議会議員
（無所属）

２０２１年

新春特別号
連絡先

〒３３６－００１７
南区南浦和1-27-11-107
携帯090-1404-2151

違
反
疑
惑
で
二
千
万
円
告
発

21
年
度
は
自
粛
す
べ
し

不
正
疑
惑
の
書
類
の
束
を
提
出

政務活動費

昨年４月議会

による変更前

昨年４月議会

による変更後

昨年１２月議会

による変更後

さいたま市

議会議員

約１３５４万

６０００円

約１２７３万

９０００円

約１３６０万

４０００円

さいたま市

職員（平均）
約６３９万円 変更なし 約６３７万円



川
村

吉
田

桶
本

人数 1 1 1 3 4 14 11 17 7
一般会計補正予算（１７）介護施設の新規入所者にPCR検査５２００万円 × × 〇 〇 〇 □ 〇 〇 〇
国保事業特別会計補正予算（４）国保税の還付３９００万円 〇 〇 〇 〇 〇 □ 〇 〇 〇
一般会計補正予算（１８）東京五輪準備費用１億１２５１万円など × × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 ×
国保事業特別会計補正予算（５）県への還付金５億８５９４万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
病院事業会計補正予算（１）コロナ受入病床の増床１７００万円など 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
下水道事業会計補正予算（２）年度末の工事発注６億１５５０万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
一般会計補正予算（１９）営業時間を短縮した大宮区の飲食店に２億４１５８万円など 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
さいたま市総合振興計画基本計画の策定 × × 〇 △ 〇 ▲ ● 〇 ×
市議会議員のボーナス減額（実際は年間５万９０００円アップ） × × 〇 ◇ 〇 〇 ■ ◇ ×
市長・副市長・教育長等のボーナス減額 〇 〇 〇 〇 〇 □ 〇 〇 〇
市職員のボーナス減額 〇 〇 〇 〇 〇 □ 〇 〇 〇
地方税法の改正に伴う介護保険条例と後期高齢者医療条例の字句修正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
地域公共交通網形成計画を地域公共交通計画に 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
国道の道路占用料（電柱・電話ボックス・看板など）の値上げ × × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
火災予防条例の改正（急速充電施設設置の届出など） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
NACK５スタジアム照明灯改修工事契約４億６６１３万円 × × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
旧１６号（岩槻橋）仮橋整備工場契約４億３８６８万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
油面川排水機場（桜区）設備工事契約５億５４５６万円 × × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
市営浮谷住宅（岩槻区）建築工事契約１２億１２７５万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
尾間木中学校（緑区）校舎長寿命化・中規模修繕建築工事契約５億４６１５万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
東楽園（見沼区）再整備用地取得６億６０００万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
損害賠償額の決定（市立病院で鼠経ヘルニア手術後の死亡）７００万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（老人福祉センター武蔵浦和荘・南区） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（高齢者生きがいセンター・北区） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（宝来グラウンドゴルフ場・西区） × × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（浦和斎場・桜区） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（市営浦和駅東口駐車場） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（南浦和など浦和と与野のコミセン6カ所） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（プラザイースト・緑区） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（東大宮など大宮のコミセン5カ所） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（馬宮など大宮のコミセン4カ所） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（プラザウエスト・桜区） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（武蔵浦和コミセン・南区） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（浦和美園など浦和と岩槻のコミセン5カ所） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（市民会館おおみや） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
指定管理者の指定（市民活動サポートセンター・浦和区） 〇 × 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
宝くじの販売（１０５億円以内） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
市道の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
市道の廃止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
人権擁護委員候補者の推薦（５件） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
審査請求の裁決への諮問（淫行で懲戒免職の消防職員への退職金不支給） 〇 × 〇 〇 〇 □ 〇 〇 〇
☆学校体育館への空調設置の事業債の期間延長を求める意見書 〇 × 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
☆さいたま市総合振興計画基本計画の付帯決議 〇 × 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ×
☆ICTを活用した家庭学習の通信費の継続支援を国に求める意見書 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
☆新型コロナに関する検査体制の拡充等を求める決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇
★JRの終電繰上げに市は他の自治体と抗議を 〇 ◎ × × × バツばつ × ×
★２０人学級の推進を × × × × × × ☒ × ◎
★国に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書を 〇 〇 × ◆ × × ☒ × ◎
請願「新型コロナ対策の特別委員会の設置を」の継続審査 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
〇賛成 ×反対 △退席 ▲賛成１２、退席１（井原）、欠席１（高子） バツ反対１３、欠席１（高子）
●賛成１０、欠席１（斉藤） ばつ反対１０、欠席１（斉藤） □賛成１１、欠席３（高子、中島、石関）
◇賛成２、退席１（青羽）、賛成１６、退席１（土井） ◆反対２、退席１（青羽）
■賛成１０、欠席１（服部） ☒反対１０、欠席１（服部）
◎議案の提出議員や請願の紹介議員が所属する会派
☆委員会提出議案と議員提出議案 ★市民が提出した請願

共
産議案の内容

無所属 自
民
彩
成

自
民

さ
い
自
民

公
明

民
主
改
革

12
月
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
、
２
つ
の
提
案

を
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
市
内
の
中
小
飲

食
店
を
中
心
と
し
た
サ
ブ
ス

ク
（
定
期
購
読
）
を
市
が
主

導
的
に
構
築
す
る
提
案
で
す
。

こ
れ
は
渋
谷
区
が
11
月
か

ら
開
始
し
た
「
渋
パ
ス
」
の

模
倣
で
す
。
利
用
者
が
月
７

５
０
円
を
払
う
こ
と
で
提
携

店
舗
に
お
い
て
、
１
杯
ド
リ

ン
ク
無
料
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
多

く
の
お
店
を
利
用
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
得
に
な
り
ま
す
し
、

今
ま
で
入
っ
た
こ
と
の
な
い

お
店
に
入
ろ
う
と
い
う
キ
ッ

カ
ケ
に
つ
な
が
り
、
地
元
商

店
の
活
性
化
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
店
舗
に
と
っ
て
の

負
担
は
ド
リ
ン
ク
無
料
等
の

原
価
の
み
、
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
渋
パ
ス
」

は
初
期
費
用
こ
そ
区
税
を
投

じ
る
も
の
の
、
運
営
費
は
利

用
料
金
で
賄
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
12
月
１
日
の

本
会
議
で
提
案
し
ま
し
た
。

川
村
準

「
渋
パ
ス
」
に
つ

い
て
、
さ
い
た
ま
市
と
渋
谷

区
の
環
境
は
異
な
る
も
の
の
、

導
入
に
向
け
、
前
向
き
に
調

査
・
検
討
す
べ
き
だ
。

千
枝
経
済
局
長

渋
谷
区
を

注
視
し
つ
つ
、
本
市
の
対
策

と
し
て
必
要
な
事
業
で
あ
る

か
研
究
し
て
い
く
。

二
つ
目
の
提
案
と
し
て
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
広
告
募
集
を

提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

所
沢
市
等
が
行
っ
て
お
り
、

広
告
に
応
じ
る
会
社
が
あ
れ

ば
市
に
収
入
が
入
り
ま
す
。

加
え
て
、
所
沢
市
内
で
11

月
に
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
の
運
営
す
る
「
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
「
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
」

と
は
、
美
術
館
や
ホ
テ
ル
な

ど
が
入
っ
た
複
合
施
設
で
す
。

こ
の
「
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
」
か

ら
東
所
沢
駅
ま
で
の
道
中
に

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
の

マ
ン
ホ
ー
ル

広
告
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と

で
、
ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
が
所

沢
に
来
る
需

要
を
掘
り
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

川
村
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マ
ン
ホ
ー
ル
の
広

告
募
集
で
収
入
を
得
る
と
同

時
に
、
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
の
よ

う
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
内
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ

う
、
担
当
部
局
の
建
設
局
だ

け
で
な
く
、
経
済
局
な
ど
と

連
携
し
て
、
実
行
す
べ
き
だ
。

反
町
建
設
局
長

今
後
、
関

係
部
局
と
連
携
し
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
問
わ
ず
、
引
き
続

き
市
民
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
17
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
単
価
が
民

間
の
も
の
よ
り
高
す
ぎ
る
た

め
反
対
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
18
）

東
京
五
輪
の
開
催
は
断
念

し
、
五
輪
の
関
連
費
用
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
べ
き
。

■
さ
い
た
ま
市
総
合
振
興
計

画
基
本
計
画
の
策
定

さ
い

た
ま
市
の
今
後
10
年
の
中
長

期
計
画
の
策
定
。
浦
和
ナ
ン

バ
ー
の
実
現
を
国
に
働
き
か

け
る
こ
と
や
、
明
花
駅
の
実

現
等
々
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
反
対
。

■
市
議
会
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス

減
額

１
面
参
照

■
国
道
の
道
路
占
用
料
の
値

上
げ

公
衆
電
話
の
設
置
者

が
市
に
払
う
料
金
の
値
上
げ
。

公
衆
電
話
は
、
公
的
性
格
も

あ
る
こ
と
か
ら
値
上
げ
な
く

料
金
は
免
除
す
べ
き
で
す
。

■
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム

照
明
灯
改
修
工
事
契
約
、
■

油
面
川
排
水
機
場
設
備
工
事

契
約

入
札
価
格
が
複
数
の

会
社
で
連
な
る
な
ど
、
入
札

の
過
程
が
不
適
正
な
可
能
性

が
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
（
宝

来
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

元
々
、
建
設
予
定
だ
っ
た

老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
が
変
わ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
の
需
要
は
、
市

内
に
あ
り
問
題
で
す
。

■
20
人
学
級
の
推
進
を

国

が
35
人
学
級
の
実
現
に
向
け

動
き
出
す
と
、
共
産
党
は
20

人
学
級
推
進
の
請
願
を
議
会

に
提
出
し
ま
し
た
。
費
用
は

推
計
で
人
件
費
だ
け
で
お
よ

そ
２
０
０
億
円
が
必
要
で
あ

り
、
共
産
党
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
た
め
反
対
。

(2)新春特別号 令和３年１月

「川村準市政レポート」のご感想をお待ちしております。junkawamuraurawa@yahoo.co.jpまでお願いします。

ア
ニ
メ
「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
」
の
マ
ン
ホ
ー
ル

川
村
準
が
反
対
し
た
議
案

マ
ン
ホ
ー
ル
に
広
告
募
集
等

地
元
の
経
済
活
性
策
を
提
案


